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──マグロの中で資源状態が悪い
と言われているのは？
三宅 資源が危険な状態にあるの
は大西洋のクロマグロとミナミマグ
ロです。そのほかのマグロについて
は、ほとんどＭＳＹ（最大持続漁獲
量）の水準に近いところにあります。
ＭＳＹとは、資源量を永続的に、か
つ最大に維持できる漁獲量のことで
す。ＭＳＹ水準に近いということは、
これ以上漁獲すると、資源に悪影響
が及ぶレベルだということです。特
に大西洋のクロマグロは、ＭＳＹを
割り込んでいます。しかもその漁獲
の圧力はＭＳＹ水準を維持するレベ
ルより大きい。今のままの漁業を続
ければ大西洋のクロマグロ資源はど
んどん減ってしまう状態です。
──日本でもっとも食べられてい
るメバチは？
三宅 メバチは、海域によって違
いますが、だいたいＭＳＹ水準に近
いか、若干それを上回っています。
ただメバチの場合、漁獲圧力が資源
状態を適正なレベルに保つより遙か
に大きくなっている問題がありま
す。その大きな理由は、ＦＡＤｓ（人

工集魚装置＝浮いたものに集まる魚
の習性を利用した集魚装置）と呼ば
れる装置に集まってくる小さなメバ
チを、巻網船が他のマグロと一緒に
獲ってしまうからです。キハダやカ
ツオを狙っている巻網船から見れ
ば、小型メバチは獲りたくないのに
獲れてしまうのですが、結果的にそ
の漁獲圧力は大きく、全体のメバチ
資源への漁獲圧力を高めてしまって
います。もし巻網船がメバチを漁獲
せず、延縄漁業だけがメバチを漁獲
する状態であれば、現在以上に漁獲
でき、しかも資源状態が悪化するこ
とはありません。これは科学の世界
で明白になっています。今、色々な
小型メバチ混獲回避措置が考えられ
てはいます。しかし、なかなか有効
な手段はありません。
──一部のマグロ類で対策が必要
になっているにもかかわらず、最近
はマグロ類資源を管理する国際マグ
ロ資源管理機関（ＲＦＭＯ）が、十
分な機能を発揮できていないと言わ
れていますが。
三宅 資源が悪化している大西洋
のクロマグロは、大西洋マグロ類保

存国際委員会（ＩＣＣＡＴ）が管理
しています。新聞報道等で、ご存じ
の方も多いと思います。最近は批判
されることも多いようですが、実は
ＩＣＣＡＴの資源管理は、クロマグ
ロ以外は非常にうまくいってます。
クロマグロ以外のマグロ類は、ほと
んど健全に保たれています。例えば、
北大西洋のメカジキについては、以
前ＭＳＹを割り込んでいましたが、
いまＭＳＹ以上の状態に回復してい
ます。資源管理機関としての機能は
ちゃんと果たしています。
──クロマグロの資源管理がうま
くいかないのは。
三宅 クロマグロの失敗の理由
は、地中海周辺の漁業国が規制を守
らなかった為です。

（２面につづく）

「メバチマグロの漁獲を３割削減へ」など、マグロの漁獲を減ら

さないといけないというニュースが増えています。このニュースを

聞き、マグロが減っているのだろうなと漠然と感じている人は多い

はずです。では、なぜマグロ資源は減ってしまったのでしょうか、

今後減るのを防ぐことはできないのでしょうか。そして、マグロの

真の価値はどこにあるのでしょうか。大西洋のマグロ類の資源管理

を行う大西洋マグロ類保存国際委員会（ＩＣＣＡＴ）の事務局次長

を経験し、現在、水産総合研究センター遠洋水産研究所の客員研究

員、日かつ漁協の科学アドバイザーを務める三宅眞さんに、科学者

の目でみたマグロについて聞きました。（インタビュー・浮須雅樹）

Organization for the Promotion of Responsible Tuna Fisheries
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─ みんなの力で おいしいマグロを いつまでも ─
発行・社団法人 責任あるまぐろ漁業推進機構

過剰な漁獲能力の削減急務
天然延縄マグロブランド化を 水水産産総総合合研研究究セセンンタターー

遠遠洋洋水水産産研研究究所所客客員員研研究究員員 三三宅宅眞眞氏氏にに聞聞くく



（１面からつづく）
１９９０年代から地中海を含む東大西
洋では漁獲量割当制、最小サイズな
どを決め、規制をしていますが、そ
れが守られて来なかったのです。も
し各国が割当を守っていれば、今の
ような状態には決してなっていませ
ん。

各国の思惑で管理に限界
──地中海の国々はなぜ守らない
のですか。
三宅 私は、独特の地中海文化の
影響が大きいと思っています。例え
ば、多くの地中海国では表面経済と
地下経済があるように、本音と建前
が違うダブルスタンダードが当たり
前です。表の規制があっても、実際に
はそれを守らなければいけないと思
っている人が非常に少ない。それを
悪いと言っているのではありませ
ん。それも文化のひとつです。そうい
う世界があるという前提でそれに対
応した措置をとらないといけませ
ん。本来、最も効果的な対策は、産卵
期・場を禁漁にすることです。科学者
はこれを最初から唱えてきていま
す。しかし、各国の思惑がからみ、科
学者が禁漁期と禁漁区を設けるよう
に勧告しても無視され、代わりに、割
当量を減らすことで対応しようとい
うことになっております。これが守
られればまだよいのですが、先に言
いましたように一向に守られない。
それで資源が悪化してしまっていま
す。地中海で蓄養マグロが作られる
ようになり、それが日本などで高く
売れたため、蓄養マグロが儲かるビ
ジネスになってしまい、各国ともな
かなか漁獲を縮小出来ないのです。
──ＩＣＣＡＴなどＲＦＭＯの管
理の能力に限界があるのでしょう
か。
三宅 管理能力が無いというよ
り、科学者が管理方法を示しても、
それを委員会で決める上で限界があ
ります。多数決や全会一致などによ
る決定は、各国の利害に左右されて
しまう。これはどうしようもない。
──ＲＦＭＯが機能を発揮するに
は何が必要ですか。
三宅 研究者が、更に研究を進め
て、これは認めざるを得ないという
資源状態の証拠を突きつけるしかあ
りません。今でも、かなり技術的に
は、資源研究が進んでいますが、ま
だ不確実な点が多い。しかも、違反
操業などの資源への影響も評価しな
いといけないなど、考慮すべき条件
は複雑になっています。これらをが
っちり押さえて、有無を言わせない
資源状態を判定して、こうなったら
こうした措置をとるという委員会と
してのルールを決めることができれ

ば、有効な管理はできるはずです。
ただ、現実的には時間がかかります。
さしあたり必要なのは強引に守らざ
るを得ない規制方法を考えることで
す。昨年採択された国別割当だけで
は、資源を回復させるのに十分では
ありませんが、規制を守れば資源悪
化はくい止められるのです。そこを
どこまできちっとできるか、ＲＦＭ
Ｏに課せられた課題です。
──ＲＦＭＯの資源管理で漁業先
進国とこれから漁業を発展させたい
途上国の問題もあると聞きますが。
三宅 途上国が自国民の漁業を本
気で発展させようとしているなら
ば、先進国は積極的に支援する責任
があります。しかし、今の途上国の
マグロ漁業参入の多くは、途上国に
与えられる権利をうまく利用しよう
とする先進国によるものです。いわ
ばこの問題は、漁業先進国と途上国
の対立ではなく、漁業先進国本国プ
ロパーと先進国による外国資本の対
立で、先進国の問題が大きいです。
途上国も入漁権を売れば儲かるの
で、途上国の権利は譲らない。これ
もマグロが国際的な貿易対象ビジネ
スとなったために生じた悪循環で
す。
──マグロ資源をずっと利用しつ
づけるために有効な手段は。
三宅 資源に対して船の数・大き
さなどの漁獲能力が大きくなりすぎ
ています。それを減らさないといけ
ない。

漁獲能力の削減不可欠
──漁獲能力とは。
三宅 漁獲能力とはその漁船団が
フルに漁獲する能力を発揮した場合
に、どれだけ獲れるかという能力を
言います。船の隻数だけではありま
せん。例えば、燃料価格が高くなっ
た時は、どの船も操業を控え遠くに
も行かなくなりますから、能力は下
がります。また、船の隻数は同じで
も、年々漁獲技術は発展しています
からそれだけで漁獲能力は上がるこ
とになります。そうして考えると、
いま世界のマグロ類に対する漁獲能
力は、ＦＡＯ作業部会での試算でも
１３０％以上あります。獲ろうと思え
ば現在より３０％以上も獲れてしまう
だけの能力があるのです。特に、東
大西洋・地中海のクロマグロについ
ては、もし現在の船団がフルに操業
し能力を発揮すれば、クロマグロの
現在の割当量の少なくとも倍以上は
確実に獲れる。このような過剰漁獲
能力の状態で資源管理をしようとし
ても、資源管理は難しい。漁船数を
はじめ漁獲能力が小さければ、管理
は容易に実行できる。科学者の間で
も、なんとか世界のマグロ漁獲能力

を適正な水準まで持っていこうとす
る運動が大きくなりつつあります。
──大西洋クロマグロの管理がう
まくいかないと国際取引を規制する
ワシントン条約締約国会議（ＣＩＴ
ＥＳ）の対象になりかねないと危惧
されていますが。
三宅 大西洋クロマグロの場合、
地中海で今年また割当より獲りすぎ
ることがあれば、ＣＩＴＥＳに提案
されてしまう可能性が大変高いと思
います。ＣＩＴＥＳに提案され、も
し付属書Ⅰに掲載されると、輸入が
一切認められなくなります。日本が
公海で獲ったものも日本に持ってこ
れなくなります。ＣＩＴＥＳの対象
になれば、マグロで商売が一切でき
なくなることを、各国はもっと真剣
に考え対応しないといけません。
──しかし、益々、世界のマグロ
消費は増えているようですが。
三宅 寿司、刺身だけでなく、缶
詰も含めて世界中でマグロの消費は
増えています。いま北米で１０万!以
上が鮮魚として消費されています。
それはすべてが、寿司では無くステ
ーキ、ツナバーガー等です。寿司も
世界中で流行しています。南欧諸国
でも、蓄養マグロをトマトで煮たり
して食べています。もっともこれは
日本市場の魚価がユーロ高で大変安
くなったためもあります。

天然延縄マグロのブランド化を
──マグロ資源状態の悪化ととも
に、日本のマグロ延縄漁業の経営も
非常に厳しくなっていますが、マグ
ロ延縄漁業に将来の可能性は？
三宅 延縄漁業で獲ってくるマグ
ロは天然であり非常に貴重なもので
す。今、テレビの番組などを通じて
脂のあるマグロが一番のように思わ
れていますが、マグロの本当の美味
しさは脂ではありません。赤身には
歯ごたえ、香り、味などマグロの美
味しさがあります。それが消費者に
認識してもらえるようになれば、延
縄が生き延びていく道はあると思い
ます。漁業者はそれをブランドにし
た方がいい。蓄養マグロと天然マグ
ロは完全に別なものなんです。延縄
漁業で獲るマグロは、差別化を図る
だけの価値は十分にあるはずです。
──ＯＰＲＴに何を期待します
か？
三宅 天然マグロの本当の美味し
さを知ってもらうことにもっと力を
入れて欲しいですね。蓄養マグロと
天然マグロは、いわばブロイラーと
地鶏の違い。全然違うんです。ＯＰ
ＲＴには、天然マグロの本当の美味
しさを消費者に伝える役割をもっと
果たして貰いたいですね。

No.３３OPRTニュースレター２
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全米熱帯まぐろ類委員会（ＩＡ
ＴＴＣ）の特別会合が１１月６日・
７日、米国のラホヤで開かれ、２０
０８年以降の東部太平洋のメバチ・
キハダの保存管理措置について協
議した。一部加盟国の反対で合意
不成立。２００８年は保存管理措置が
ないまま終了することになった。
２００８年以降のキハダ・メバチ管理
措置の検討は、２００７年６月の年次
会合から今回を含め５回目の会合
を重ねても合意に至らなかったこ

とになり、資源管理機関としてＩ
ＡＴＴＣの役割に疑問の声があが
りそうだ。
キハダ・メバチの管理措置は、
これまで巻網漁船の休漁措置（４２
日間、８月１日から９月１１日また
は１月２０日から１２月３１日）が設定
されているが、メバチ資源の悪化
などを背景に、缶詰用にマグロを
漁獲する巻網による小型メバチの
混獲を更に減らす措置の導入が焦
点となっていた。今回も、小型メバ

チを混獲しやすい海域での巻網の
期間禁漁などが提案されたが、エ
クアドルなど一部の国の反対で、
合意を得ることができなかった。
加盟各国は、自主的な保存管理
措置を実施していく意向を示して
いるが、ＩＡＴＴＣが保存管理措
置を決定できない事態は、マグロ
資源管理の責任を担う国際機関と
しての、信頼を損なうばかりでな
く、今後の東太平洋のマグロ資源
の維持が、危ぶまれる。

ＩＣＣＡＴ特別会合は、クロマ
グロの資源状態が悪化の一途をた
どっている中、科学委員会が勧告
した漁獲可能量１万５０００"を実現
できるかどうかが焦点であった。
会議ではＥＵを含む地中海沿岸国
から漁獲枠削減に大きな抵抗が示
され、一時合意も難しいとされた
場面もあったが、最終的には「クロ

マグロの管理が、絶滅種を対象と
するワシントン条約締約国会議
（ＣＩＴＥＳ）に持ち込まれるよう
な事態を避けなければならない」
という点で各国の考えがまとま
り、漁獲枠の削減や巻網の禁漁期
を拡大するなども合意・決定した。
そのほか、これまで２１００"で据
え置かれていた西大西洋のクロマ

グロの漁獲枠も毎年１００"ずつ減
らし２０１０年には１８００!にすること
を決定。巻網操業、蓄養事業の管
理強化に向けた「ＩＣＣＡＴオブ
ザーバー制度」の創設、さらには
蓄養クロマグロのイケスへの池込
み時に、水中ビデオカメラによる
記録とモニタリングを義務化する
ことなども合意された。
日本政府代表の宮原水産庁審議官
は、「過去にない非常に厳しい交
渉だった。日本や米国は、漁獲枠
を、科学委員会の勧告する水準ま
で削減することを支持したが、強
い抵抗があり、３年間で３５％削減
で合意した。科学委員会の勧告ま
で枠を下げられなかったので、Ｃ
ＩＴＥＳ（明年１月会議予定）の
介入は避けられない。ＥＣと連携
し対応を協議する。」と述べた。

会合では、「メバチ漁獲の３年
間で３０％削減が必要」との科学委
員会の勧告に関して、具体的な規
制措置案をめぐり議論が繰り広げ
られた。
特に、巻網のメバチ混獲問題な
どを焦点に議論が進み、北緯２０度
から南緯２０度海域で操業する巻網

について、２００９年は、ＦＡＤｓ（人
工集魚装置）操業を６０日間（７月
１日から８月末）禁止することが
決まった。２０１０年以降は、取り組
みの成果をみながら禁止期間を９０
日に増やすなど、規制を強化して
いく方針。（ＦＡＤｓ禁止が困難
とする場合の代替措置として、メ

バチ漁獲量の１０％削減も認められ
る。）
また、延縄漁業も、中西部太平
洋の全水域を対象に、２００９年から
３年間、毎年１０％のメバチ漁獲量
削減を実施することが決まった。
なお、クロマグロについては、漁
獲努力量を現在以上に増大させな
い管理措置について、韓国が立場
留保を取り下げなかったため、次
回年次会合まで採択を延期した。
ただし、各国が自主的にクロマ
グロの漁獲努力量を増大させない
措置をとることを確認した。

大西洋マグロ類保存国際委員会（ＩＣＣＡＴ）第１６回特別会合
は、１１月１７日から２４日までマラケッシュ（モロッコ）で開催された。
加盟国４５カ国政府の他、国際機関，環境保護団体等、多数のオブザ
ーバーも出席。ＯＰＲＴも代表を派遣した。東大西洋クロマグロ
の漁獲量を２００９年には、現在より２０％減の２万２０００"（従来２万
７５００"）に削減し、更に２０１１年までの３年間で１万８５００"まで減
らす（３５％減）厳しい規制を決定した。日本が強く求めていた「規
制を守らせる仕組み」も決定。また、２００９年３月に遵守委員会中間会
合を開催し、２００８年漁期の規制遵守状況を評価し、その結果を各国
の枠の削減や一時凍結などに直接反映させることも決めた。

１２月８日から１２日まで中西部太平洋まぐろ類委員会（ＷＣＰＦ
Ｃ）の第５回年次会合が韓国・釜山で開催された。メバチ資源の
回復に向け、巻網漁業のメバチ漁獲規制の実施を決めた。巻網と
同様に延縄漁業にも漁獲規制が実施されることになり、中西部太
平洋メバチの資源管理に向けた取り組みが本格的に動き出した。

No.３３OPRTニュースレター ３

東太平洋!メバチ・キハダ、保存管理措置ないまま２００８年終了"ＩＡＴＴＣ
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東大西洋クロマグロ漁獲枠、２０１１年までに３５％削減ＩＣＣＡＴ

太平洋メバチ漁獲３０％削減決定ＷＣＰＦＣ
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責任あるまぐろ漁業推進機構（Ｏ
ＰＲＴ）が主催するＯＰＲＴセミナ
ーが１２月１１日、大日本水産会大会議
室で開催された。今年度２回目とな
る本会には、アメリカ大使館商務部
の浅川知廣水産専門官を講師に招
き、「乱獲の源ＩＵＵ（違法・無規
制・無報告）漁業廃絶へ－マグナソ
ン法改正等最近の米国の動き」と題
した講演を行った。
ＯＰＲＴの原田雄一郎専務理事は
冒頭、地中海におけるＩＵＵマグロ
漁業が資源を危うくしている現状に
触れ「国際資源管理機関で最も先導
的な役割を果たしてきたＩＣＣＡＴ
が、ＩＵＵ漁業によってその管理能
力を問われているだけでなく、他の
資源管理機関への信頼に悪影響をお
よぼす可能性もある」と懸念を示し
た。
講演で浅川水産専門官は、米国の
漁業管理に関する基本法である「マ

グナソン・スチーブンス漁業保存管
理法」を改正し、海洋生物資源およ
びそれらの生息地を保全・管理・保
護するため、ＩＵＵ漁業廃絶に向け
た米国の取り組みについて報告。世
界ではＩＵＵ漁業によって４０億&か
ら９０億%被害が出ており、米国は「真
剣に取り組まなければならない課
題」とし、その対策費に２６０万%を
投入している。また、「米国は既に
国際的な秩序を遵守しないで操業す
るＩＵＵ漁船の船籍国からの漁獲物
の輸入禁止や、ＩＵＵ漁船の米国の
港への入港拒否など具体的な措置を
とることとしている」と最新の対策
について説明した。
米国はＩＵＵ漁船取締まりの魚種
をまだ確定してはいないものの「マ
グロが入るのは間違いない」（浅川水
産専門官）と述べたことも受け、質
疑応答では「米国からＩＣＣＡＴな
ど国際機関への関与は」「ＩＵＵ漁船

を米国が恣意的に決めるのか」「保護
ばかりを訴え持続的利用の概念が少
ないのでは」などの声が挙がった。

米商務省ＮＯＡＡ（海洋大気庁）
は、１月１３日、フランス・イタリア・リ
ビア・パナマ・中国・チュニジア６カ
国の漁船が０７年～０８年間に、ＩＵＵ
（違法・無規制・無報告）漁業に従
事したとして、米下院に通告した。
ＮＯＡＡの通告によると、これら
６カ国の漁船は国際的な地域漁業管
理機関の定める規定に従っていな
い。具体的には大西洋・地中海水域
では、ＩＣＣＡＴの規制に違反する
漁具の使用、禁漁期違反や漁獲量報
告違反をしている。また、東部太平
洋水域ではＩＡＴＴＣの規定に違反
したとしている。
通告は、０７年に米国で、ＩＵＵ（違
法・無規制・無報告）漁船の取締強
化策が策定されて以来、初のケース
で、今後、米政府はこれら６カ国の
政府当局者と協議して、これら漁船
のＩＵＵ操業を止めさせる有効な手
段をとるよう強力に働きかけること
となる。

責任あるまぐろ漁業推進機構（ＯＰＲＴ）と全水商連は２６日、全水
卸、全水卸組連、全国消団連の協力を得て全国の鮮魚小売店で実施し
た「天然・冷凍・さしみマグロキャンペーン」（１１月８日～１１月１４日）
で募集した「マグロひとくちメモ」のベスト５０を発表した。メモには
「守って食べるおいしいマグロ！」や「漁師さんの努力に感謝です。
マグロをいつも欠かさずに夕食に食べています」などなど、消費者の
マグロに対する思いの詰まった言葉が多く寄せられた。
キャンペーンの企画として募集した「マグロひとくちメモ」には全
国から８７７通の応募があり、静岡の７歳の小学生は「全部食べれて今
どきエコ、マグロ」と捨てる所なく食られるエコなマグロを表現、東
京都の８４歳の男性は「マグロあり 夕げのときや 老夫婦」と大好き
なマグロをおかずに笑顔で夕食を囲む老夫婦の様子が伝わる言葉も寄
せた。応募者の中から抽選で３００人に気仙沼の「天然・冷凍・さしみ
マグロ４種セット」がプレゼントされた。
ＯＰＲＴ事務局は「寄せられたひとくちメモには、応募者のマグロ
に対するさまざまな思い、思い出がつづられており、改めて日本人に
とってマグロは切っても切れない魚であり、マグロを末永く利用する
ために、資源管理が重要であることについて消費者の理解を深めてい
ただけたと思います」と話している。
ベスト５０は、ＯＰＲＴのホームページ http : //www.oprt.or.jp の「最新
情報」で閲覧できる。

編 集 後 記 新年の初頭のインタビューは、各地で行われるマグロ資源科学者会議のため、世界中を飛び回ってい
る三宅博士に、「マグロ資源これからどうなる」か、グローバルな視点で率直に語っていただいた。

獲りすぎを止めなければならないと皆解っているのに各国の利害の対立で、獲りすぎを止められない現実。小型メバチの
まき網による大量漁獲も止められない。「どうしようもない」との言葉が痛烈。事態の解決に国際社会が真剣に取り組ま
ないと、ＣＩＴＥＳ（明年１月会議予定）が手ぐすね控えている。難問山積み。日本政府のリーダーシップに期待。（原田）

責任あるまぐろ漁業推進機構
（ＯＰＲＴ）の「２０年度ＯＰＲ
Ｔ賛助会員天然・冷凍・さしみ
マグロ年末抽選会」が１２月１１日
に行われ、法人会員１０法人と個
人会員８０人が当選した。
抽選会までに会員登録・更新
手続きを完了した３８４会員の中
から抽選したもので、当選者に

はそれぞれに「天然・冷凍・さ
しみマグロ」１キロが三崎漁港
から直送された。昨年度は６０
人だった。
当選者の会員番号は、ＯＰＲ
Ｔホ ー ム ペ ー ジ(http : //www.
oprt.or.jp)に掲載。なお、今回か
ら５口以上の個人会員１４人は無
抽選で当選とした。

No.３３OPRTニュースレター４

２０年度 第２回
ＯＰＲＴセミナーＩＵＵ漁業廃絶へ米国の取組み紹介

米商務省６カ国のＩＵＵ漁船を下院に通告
相手国と協議へ禁輸措置も整備

『『ママググロロあありり 夕夕げげののととききやや 老老夫夫婦婦』』
マグロひとくちメモベスト５０発表

賛賛助助会会員員９９００人人ににママググロロ当当選選


